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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、一部の企業業績や雇用情勢の改善が見られましたが、為替

変動や不安定な世界経済・政治の動向などを背景に、先行きについては依然として不透明な状況となっておりま

す。

 このような経済環境のもと、当企業グループは、総合ブライダル「メーカー」としての位置づけを定着させるべ

く、婚礼衣裳のメーカー機能を軸としてブライダル市場のシェアアップに向け引き続き注力しており、当第１四半

期連結累計期間においては新たに次の事業展開を行っております。

 平成28年９月１日には、当企業グループの式場事業の主要連結子会社である株式会社クラウディアブライダルサ

ービスが営む結婚式場の運営に関する事業を、吸収分割によりショップ事業の主要連結子会社である株式会社クラ

ウディアコスチュームサービスに承継いたしました。

 

 当企業グループは単一セグメントであるためセグメント別の記載を省略しております。

 当第１四半期連結累計期間における事業部門別売上高の状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 以下の売上高の数値につきましては、事業部門内及び事業部門間の取引消去後となっております。

 

（単位：百万円） 

     

前第１四半期
連結累計期間

（自 平成27年９月１日
至 平成27年11月30日） 

当第１四半期
連結累計期間

（自 平成28年９月１日
至 平成28年11月30日）

増減
増減率

（％）

ホールセール事業 売上高 921 831 △89 △9.8

  製・商品売上高 599 531 △67 △11.3

  レンタル収入等 321 299 △22 △6.9

ショップ事業 売上高 2,257 2,179 △78 △3.5

  衣裳等取扱収入 1,401 1,379 △21 △1.6

    製・商品売上高 292 275 △17 △5.9

    レンタル収入等 1,108 1,103 △4 △0.4

  リゾート挙式売上高 856 800 △56 △6.6

式場事業 売上高 1,015 861 △153 △15.2

連結売上高 4,193 3,872 △321 △7.7

 

 ホールセール事業については、製・商品売上高は受注高減少の影響により引き続き苦戦し、前年同四半期に比べ

67百万円減少の531百万円となりました。レンタル収入等につきましては、前年同四半期に比べ22百万円減少の299

百万円となりました。この結果、ホールセール事業の売上高は前年同四半期に比べ89百万円減少し831百万円とな

りました。 

 ショップ事業については、国内インショップ店舗の既存店取扱件数は引き続き減少傾向のため、衣裳等取扱収入

は前年同四半期に比べ21百万円減少の1,379百万円となりました。リゾート挙式事業については取扱件数、取扱高

ともに減少し、リゾート挙式売上高は前年同四半期に比べ56百万円減少の800百万円となりました。この結果、シ

ョップ事業の売上高は前年同四半期に比べ78百万円減少し2,179百万円となりました。

 式場事業においては、「ル・センティフォーリア 大阪」（大阪市北区）が施行組数を伸ばしましたが、同式場

以外の式場について施行組数が減少したことから、施行組数の合計は前年同四半期に比べ65組減少の402組となり

ました。この結果、式場事業の売上高は前年同四半期に比べ153百万円減少し861百万円となりました。
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 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は3,872百万円（前年同四半期比7.7％減）、営業利益は667百

万円（同0.5％増）、経常利益は686百万円（同1.6％増）となりました。 

 なお、親会社株主に帰属する四半期純利益は、当第１四半期連結累計期間において法人税等調整額（益）306百

万円を計上したことにより、743百万円（同85.7％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ404百万円増加し、3,596百万円となりまし

た。これは主に、受取手形及び売掛金379百万円の増加によるものであります。

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ144百万円増加し、9,212百万円となりました。これは主に、繰延税金資産

280百万円の増加によるものであります。

 この結果、資産合計は前連結会計年度末に比べ548百万円増加し、12,809百万円となりました。

 流動負債は、前連結会計年度末に比べ294百万円増加し、3,510百万円となりました。これは主に、買掛金112百

万円、短期借入金184百万円、賞与引当金118百万円の増加によるものであります。

 固定負債は、前連結会計年度末に比べ400百万円減少し、3,295百万円となりました。これは主に、長期借入金

268百万円、役員退職慰労引当金153百万円の減少によるものであります。

 この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ106百万円減少し、6,805百万円となりました。

 純資産は、前連結会計年度末に比べ655百万円増加し、6,003百万円となりました。これは主に、利益剰余金657

百万円の増加によるものであります。この結果、自己資本比率は46.9％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 現時点におきましては、平成28年９月30日発表の業績予想を変更しておりません。

 なお、当企業グループにおいては、事業の性質上、第１四半期（９月から11月）及び第３四半期（３月から５

月）の婚礼シーズン時期に、売上高、利益が偏重する傾向があります。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年８月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年11月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,227,089 1,230,458 

受取手形及び売掛金 893,217 1,272,670 

商品及び製品 186,419 163,939 

仕掛品 109,701 107,613 

原材料 197,206 192,373 

貯蔵品 95,765 95,704 

繰延税金資産 190,509 250,236 

その他 303,893 295,921 

貸倒引当金 △10,974 △11,985 

流動資産合計 3,192,827 3,596,933 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 6,215,370 6,220,992 

減価償却累計額 △3,515,357 △3,574,364 

建物及び構築物（純額） 2,700,013 2,646,627 

機械装置及び運搬具 426,981 430,451 

減価償却累計額 △331,244 △331,986 

機械装置及び運搬具（純額） 95,736 98,464 

工具、器具及び備品 801,508 802,751 

減価償却累計額 △705,490 △714,097 

工具、器具及び備品（純額） 96,018 88,653 

レンタル衣裳 514,646 471,046 

減価償却累計額 △290,394 △237,661 

レンタル衣裳（純額） 224,251 233,385 

土地 2,548,339 2,548,339 

建設仮勘定 9,294 13,339 

有形固定資産合計 5,673,654 5,628,811 

無形固定資産    

借地権 13,523 13,444 

のれん 16,941 8,470 

その他 7,756 7,756 

無形固定資産合計 38,220 29,671 

投資その他の資産    

投資有価証券 16,728 18,145 

保険積立金 293,157 282,109 

差入保証金 2,614,274 2,555,017 

繰延税金資産 9,930 290,164 

その他 483,400 459,255 

貸倒引当金 △61,540 △50,759 

投資その他の資産合計 3,355,952 3,553,933 

固定資産合計 9,067,828 9,212,417 

資産合計 12,260,655 12,809,350 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年８月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年11月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 302,808 415,802 

短期借入金 140,000 324,000 

1年内返済予定の長期借入金 1,218,873 1,172,215 

リース債務 29,160 29,149 

未払法人税等 240,190 233,776 

賞与引当金 140,160 258,187 

役員賞与引当金 － 3,000 

繰延税金負債 2,218 － 

その他 1,142,733 1,074,373 

流動負債合計 3,216,145 3,510,504 

固定負債    

長期借入金 2,733,333 2,464,431 

リース債務 87,915 77,141 

役員退職慰労引当金 535,761 382,218 

繰延税金負債 30,230 66,473 

資産除去債務 232,476 233,131 

その他 76,570 72,039 

固定負債合計 3,696,288 3,295,435 

負債合計 6,912,433 6,805,939 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,071,590 1,071,590 

資本剰余金 1,228,876 1,228,876 

利益剰余金 3,462,449 4,119,488 

自己株式 △623,327 △623,327 

株主資本合計 5,139,588 5,796,627 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,893 2,717 

為替換算調整勘定 206,739 204,066 

その他の包括利益累計額合計 208,632 206,783 

純資産合計 5,348,221 6,003,410 

負債純資産合計 12,260,655 12,809,350 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年９月１日 

 至 平成27年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年９月１日 
 至 平成28年11月30日) 

売上高 4,193,881 3,872,145 

売上原価 1,342,677 1,107,772 

売上総利益 2,851,204 2,764,372 

販売費及び一般管理費 2,187,384 2,097,048 

営業利益 663,819 667,324 

営業外収益    

受取利息 3,046 2,940 

受取配当金 18 18 

受取賃貸料 4,587 3,432 

受取手数料 5,330 4,477 

為替差益 － 6,547 

助成金収入 783 1,003 

その他 7,104 5,786 

営業外収益合計 20,869 24,205 

営業外費用    

支払利息 6,649 3,883 

為替差損 1,002 － 

その他 1,289 890 

営業外費用合計 8,941 4,774 

経常利益 675,747 686,755 

特別利益    

固定資産売却益 199 360 

保険解約返戻金 － 10,218 

特別利益合計 199 10,579 

特別損失    

減損損失 14,880 － 

特別損失合計 14,880 － 

税金等調整前四半期純利益 661,066 697,335 

法人税、住民税及び事業税 316,910 259,864 

法人税等調整額 △56,432 △306,230 

法人税等合計 260,477 △46,366 

四半期純利益 400,589 743,701 

親会社株主に帰属する四半期純利益 400,589 743,701 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年９月１日 

 至 平成27年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年９月１日 
 至 平成28年11月30日) 

四半期純利益 400,589 743,701 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 77 823 

為替換算調整勘定 △34,964 △2,672 

その他の包括利益合計 △34,887 △1,849 

四半期包括利益 365,702 741,852 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 365,702 741,852 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当企業グループは単一セグメントであるためセグメント別の記載を省略しております。 

 

 

（企業結合等注記）

（共通支配下の取引等） 

１．取引の概要

（1）対象となった事業の名称及びその事業の内容

① 事業の名称

 当社の連結子会社である株式会社クラウディアブライダルサービスが営む結婚式場の運営に関する事業

（以下「式場事業」といいます。）

② 事業の内容

 主として国内における下記結婚式場５施設の運営を行っております。

・ 「アイネス ヴィラノッツェ 宝ケ池」（京都市左京区）

・ 「アイネス ヴィラノッツェ 大阪」（大阪市北区）

・ 「アイネス ヴィラノッツェ オーシャンポートサイド」（大阪府泉佐野市）

・ 「ル・センティフォーリア 天保山」（大阪市港区）

・ 「ル・センティフォーリア 大阪」（大阪市北区）

（2）企業結合日 

平成28年９月１日

（3）企業結合の法的形式 

 株式会社クラウディアブライダルサービス（当社の連結子会社）を分割会社、株式会社クラウディアコス

チュームサービス（当社の連結子会社）を承継会社とする吸収分割 

（4）結合後企業の名称 

株式会社クラウディアコスチュームサービス（当社の連結子会社）

（5）その他取引の概要に関する事項 

 当企業グループの事業部門である式場事業の主要連結子会社である分割会社の事業を、ショップ事業の主

要連結子会社である承継会社に承継させることにより、当企業グループのサービス事業領域の事業部門を統

合・一社化し、同一方針による迅速な意思決定ができる経営体制を構築し、サービス事業領域の経営の効率

化を図ることを目的として行ったものであります。 

 当該吸収分割により、両社の持つ人材やノウハウ等の経営資源を承継会社に結集し、事業環境の変化に迅

速に対応してまいります。 

 

２．実施した会計処理の概要

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）及び「企業結合会計基準及び

事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日）に基づき、共

通支配下の取引として処理をしております。
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（重要な後発事象）

（連結子会社の吸収合併） 

 当社は、平成29年１月10日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社クラウディアブライダル

サービスを吸収合併することを決議し、同日付で合併契約を締結いたしました。 

 

１．取引の概要

（1）結合当事企業の名称及びその事業の内容 

結合企業 

 名称     株式会社クラウディア（当社） 

 事業の内容  婚礼衣裳等の企画・製造・販売・レンタルに関する事業など 

被結合企業 

 名称     株式会社クラウディアブライダルサービス（当社の100％子会社） 

 事業の内容  結婚式場の運営 

（2）企業結合日 

平成29年３月１日（予定） 

（3）企業結合の法的形式 

当社を吸収合併存続会社、株式会社クラウディアブライダルサービスを吸収合併消滅会社とする吸収合併 

（4）結合後企業の名称 

株式会社クラウディア 

（5）その他取引の概要に関する事項 

 株式会社クラウディアブライダルサービス（以下「ＫＢＳ」といいます。）は、当社が平成22年８月に設立

いたしました当社100％出資の連結子会社であり、同年９月に実施いたしました当社から同社への結婚式場の

運営に関する事業（以下「式場事業」といいます。）の譲渡以降、当社の主要連結子会社として式場事業の運

営を行ってまいりました。 

 その後、平成28年９月１日付にて、当企業グループのサービス事業領域の事業部門（ショップ事業・式場事

業）を統合・一社化し、経営の効率化を図ることを目的として、ＫＢＳが営む式場事業（建物等一部の不動産

に関する資産・負債及び契約上の地位を除く。）を、同じく当社100％出資の連結子会社である株式会社クラ

ウディアコスチュームサービスに吸収分割により承継いたしました。 

 上記の経緯から、ＫＢＳについては、当該吸収分割の分割会社としての事務手続きを進めるとともに、当企

業グループにおける事業会社としての活用方法等を検討してまいりましたが、当社が平成29年９月１日付（予

定）で持株会社に移行することから、同社が所有する不動産を当社に集約することにより当企業グループの更

なる運営の効率化を図ることを目的に、同社を吸収合併することといたしました。 

 

２．実施する会計処理の概要 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日）に基づき、共通支配下

の取引として処理する予定であります。 
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